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令和元年度第３回女川町総合教育会議 会議録 

 

１ 招集月日 令和２年２月２７日（木） 

２ 招集場所 女川町役場庁舎３階 小会議室 

３ 出 席 者 須 田 善 明 町長 

村 上 善 司 教育長 

横 井 一 彦 教育委員 

阿 部 喜 英 教育委員 

新 福 悦 郎 教育委員 

中 村 たみ子 教育委員 

４ 欠 席 者 なし 

５ 参 考 人 なし 

６ 事 務 局 伊 藤 富士子 教育総務課長 

今 村   等 教育総務課課長補佐 

中 嶋 憲 治 生涯学習課長 

阿 部 清 人 生涯学習課参事 

小 楠 健 太 教育監 

７ 傍  聴 なし 

８ 開  会 午後１時 00分 

教育総務課長 ただ今から、令和元年度第３回女川町総合教育会議を開催いた

します。 

なお、会議は原則公開としております。また、会議録作成のた

め録音をさせていただきますので予めご了解願います。 

次第の報告事項まで事務局において進行をさせていただきます。 

はじめに、開会に当たりまして、本会議を開催いたします女川

町長須田善明からご挨拶を申し上げます。 

９ 町長挨拶  

町長 皆様、大変ありがとうございます。 

本日、第３回の総合教育会議ということで、委員の皆様には大

変お忙しい中ご参集をいただきまして、ありがとうございます。

また、常日頃から様々な観点で教育行政のみならずお力添えを

いただいていることを、改めて御礼を申し上げる次第でござい

ます。 

今日は、議事としては「教育大綱」の議論がメインと、その他

報告事項となっていますが、直近一番気になるのは新型コロナ

ウイルス感染症というところかと存じます。今日も報告の中で

あるのでしょうか。宮城県教育委員会から要請というのでしょ

うか、通知も来ているようでございます。教育委員会、まだ半



2 

 

ばの考えを基本としてということで私もよろしいというふうに

思っていますが、特に中学３年生は受験もあってということで、

だいぶ気になるところかと存じます。 

町でも各種、現段階でできる対応ということはさせていただい

ておりますが、またこれもご意見等をいただけたら、さらに取

り組めるものがあればそのようにしてまいりたいと思っている

ところでございますので、よろしくお願いします。 

さて、今日の議事にも当然関連してくるわけですが、令和２年

度になりまして、今建築中の新校舎もほぼ予定どおりというこ

とで伺っておりますが、８月からの供用開始に向けてというこ

とで現場の方で準備もしておりますし、教育委員会の皆様にも

様々な助言をいただいているかというふうに存じます。 

仕組みというのでしょうか、いろいろな意味で見た目には変わ

るのですが、例えば徒歩通学を含め、元に戻るというのでしょ

うか、いつの姿に、見た目は違いますが、質的に戻っていく部

分も当然出てくるということでございまして、ここからが本当

の意味でのスタートかなと。まちづくりの中でも最重要な核の

一つである学校が新たなスタートを切るということは、町全体

にとっても大変大きな意味を持つところでございます。 

通学路とその安全ですとか、町長部局でしっかり対応していく

べきものもございますが、いろいろな準備を重ねつつ、令和２

年度は臨んでまいりたいと思いますし、そのベースになるのが

この「教育大綱」ということで認識をいたしております。現場

での取り組み、また教育委員会と併せて、町長部局の取り組み

というものをより良い形で連携してやっていけるよう、また今

日の場も、それぞれの認識を共有化させていただきながら、今

後につながる場になっていければと思いますので、どうぞよろ

しくお願いを申し上げます。 

以上で、ご挨拶とさせていただきます。 

教育総務課長 ありがとうございました。 

続きまして、教育委員会を代表いたしまして、教育長よりご挨

拶をお願いいたします。 

10 教育長挨拶  

教育長 改めまして、こんにちは。 

町長の後の挨拶で大変恐縮でございますが、一言、教育委員会

を代表いたしましてご挨拶を述べさせていただきたいと思いま

す。 

事務局といたしまして日程調整、議会前のこのような日になっ
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てしまったことを大変私反省しております。そのような中、教

育委員の皆様、そして町長には、主催者でございますが、調整

をしていただき、出席いただいたことをありがたく思っており

ます。 

諸々今、町長からお話があったとおりでございまして、私は毎

日見ているので、壁の色が変わったのを、微妙な違いを肌で感

じております。うれしさの反面、町長からあったように、いよ

いよこれからだなと思っております。 

まさにこれも町長の言葉を借りれば、そのベースとなる「教育

大綱」というもの、私としては、後でもご説明させていただき

ますが、震災直後は、女川は頑張っているよというようなこと

でアドバルーン的なものを結構上げたのですが、今度は一回上

げて終わりというものではないので、地味な土台固めというか、

そういうことをしっかりやっていきたいと考えているところで

ございます。 

町長をはじめ、教育委員の皆様には、いろいろお気付きの点、

ご指導、ご指摘をいただければと思います。 

それから新型コロナウイルス感染症については、お昼に仙台市

云々ということも報道されておりましたが、本町では、県の方

針、あるいは町長を本部長にした町対策本部会議がございます

ので、そこと連携をしながら、じっくりと取り組んでいきたい

と思います。 

個人的な思いとしては、中学３年生が、小学校入学の時にあの

ような大きな震災に遭い、最後の最後にまたこのようなことに

遭うのは、非常に心苦しく思っております。 

午前中に山野校長先生と会ったのですが、欲張らない程度でい

いから、卒業式だけは何とかやりたいねという話をしたのです

が、世の中そうでもないような状況があるのですが、３月７日

までに、安倍首相がここ１～２週間が云々というようなことを

おっしゃられていましたが、あの子供たちに何とか最後の卒業

式をという思いはございます。 

諸々そういうことも含めまして、今日は、いろいろご指導、ご

指摘、あるいは今後の道しるべとなるようなものをいただけれ

ばと思っております。本日はどうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

11 報告事項  

教育総務課長 それでは、早速、次第４番「報告事項」に入らせていただきま

す。 
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女川町立女川小・中学校の現状について、村上教育長からお願

いいたします。 

教育長 座ったままで恐縮ですが、ご報告をさせていただきます。 

次の議事もございますので、要件のみの部分もあろうかと思い

ますが、お許しいただきたいと存じます。 

なお、教育委員の皆様には、重複する話が多いことをお許しい

ただきたいと思います。 

資料は、「話し合い資料」３ページのものと「別添資料」でご

ざいます。「別添資料」に基づいて説明する部分も多いかと思

います。さらには、「文部科学省からの通知」など、県から来

ているいろいろな通知、そして今日お配りしておりますが、ホ

ームページの資料も机上に載せておりますので、説明の時に使

わせていただきたいと思います。 

早速、「話し合い資料」１番、女川小学校を今からご報告させ

ていただきます。 

児童数は 203名でございます。これは５月１日時点から４名増

加。 

教職員の動向については、休職中の教諭でございますが、うち

１名が、復帰訓練が終了いたしまして、県の審査会の結果待ち

でございます。 

病気休暇の別の教諭については、２月 16 日から復帰しており

ます。 

ほかの職員につきましては、元気に子供たちと向き合っている

ところでございます。 

続きまして、「別添資料」でお話をさせていただきたいと思い

ます。 

小学校は、「別添資料」の１～３ページになりますので、ご覧

になっていただきたいと思います。 

１ページ目は、校長・教頭会議で校長から報告があったところ

でございます。「笑顔いっぱい」、「元気いっぱい」、「勉強いっ

ぱい」、そして「小中一貫教育」、「志教育」の推進ということ

で、このようなことの報告がありました。 

その中で、「うみねこルール」を守っていると回答した児童の

割合ということで、１月の状況がこのようになっております。 

ただ、高学年のゲームが大きな課題という報告もいただいてい

るところでございます。 

なお、「うみねこルール」につきましては、これもこれからの

小中一貫教育学校の中で検討していかなければならない部分で
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ございますが、中学校の１２１０運動が形骸化しているという

ような校長先生からの報告もございまして、「うみねこルール」

を一本にして、拡大版というような形でできないかというよう

なことを今、最終調整を行っているところでございます。 

それから「勉強いっぱい」では、全国学力・学習状況調査はあ

のとおりでございましたが、その後、12月に単元別調査といい

ますか、会社名を出して恐縮でございますが、東京書籍のテス

トを行っているところでございます。これで 12 月に行った国

語、算数の学力調査結果を表に掲げているとおりでございます。 

学校では、２年生の学力が心配であるということで、３月、春

休みもかけて強化したいという報告をもらっております。 

読書活動の推進等については、１万冊を目指しているのですが、

なかなかこういう状況等があったりしてそこまではいかないだ

ろうということですが、２月 14 日現在では 9,000 冊を超えて

いる状況でございます。 

２番目の学校運営の特記事項等については、ここに記されてい

るとおりでございます。 

今、次年度に向けての教育計画を小・中学校が一緒になってつ

くっている部分と、小学校、中学校独自でつくっている部分が

ございます。 

続きまして、２ページ、子供たちの様子でございます。 

小学校は、30日以上欠席している児童が１名でございます。 

３年生でございます。小学校も中学校も家庭的な事情で 30 日

を超えているというような児童生徒が多く、先生方もかなり家

庭にも入っているのですが、なかなか最後の部分というか、家

庭のいろいろな壁というか、感じているという報告をいただい

ております。 

以下、そこに挙げている児童は、休みがちというか、配慮する

児童という形で捉えていただければと思います。 

その中で、(２)の児童ですが、病院に緊急入院をしている児童

でございます。お兄さんが中学校で休みがちな生徒で、今お母

さんがその児童に付きっきりなものですから、お兄さんはお父

さんと生活しているということで、少し心配な家庭でございま

す。 

以下、(３)から(６)までは休みがちな生徒でありまして、学校

で配慮しているという児童でございます。 

(３)は６年生です。 

(４)の６年生は、お姉さんも中学校で休みがちで、２学期まで
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は順調に来ていたのですが、お母さんの仕事が替わったりして、

ちょっと不規則な形になっております。 

今日、つばくろ会主催の卒業・進級を祝う会があったのですが、

残念ながら欠席でございました。 

これから家庭と連絡をとりながらということで、２月に入りま

してから幾らか改善の傾向は見られましたが、お母さんの方は、

今日も確認をしましたら、あまり変わっていないですという話

をいただきました。 

(５)４年生、(６)４年生でございます。 

(６)の児童も家庭的にいろいろな問題がありまして、学校でも

心配している児童の一人でございます。 

学年別の様子は、第１学年から次のページの６学年、そして特

別支援学級の児童の様子は、ここに書いているとおりでござい

ます。 

繰り返すようですが、今日、卒業・進級を祝う会に参加させて

いただいたのですが、特別支援学級の子供たちは成長の跡が見

られました。この前、中村委員から、Ａ君が集中して勉強して

いたというお褒めの言葉を頂戴したのですが、今日もしっかり

と発表をしておりました。成長の跡が伺われて大変うれしく思

い、帰ってきたところでございます。 

３番、職員の様子については、そこに書いているとおりでござ

いますが、講師２人いるのですが、時々いろいろなトラブルが

あって、時々虚偽の報告をしたり、あるいはカッとなって子供

を威圧したりというようなことで、報告を受けております。校

長先生、教頭先生がしっかり指導をしている最中でございます。 

その他といたしましては、気になるところが、(５)生徒指導関

係で１点、気になる児童がございます。この児童は、前から家

庭的ないろいろな事情がありまして配慮しなければならない児

童なのですが、４年生児童でございます。１月の末に情報を受

けまして、すぐ学校で対応し、さらには６日にケース会議等を

行い、今後、情報を共有していくということでございます。 

２月に入ってからはそのような形跡は見られておりませんが、

入ってきた時から配慮しなければならない児童で、今後も見守

っていきたいと思っております。 

それから６年生児童ですが、同学年の児童に、最初はふざけて

いたという報告なのですが、暴力をふるい、目に軽傷を負わせ

たということで、学校ですぐ対応したところでございます。 

小学校の次の４ページ、いじめ関係でございます。 
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いじめ防止については、いつでもどこでも起こり得るのだとい

うことで、年度当初から指導を行ってまいりました。これまで

アンケート調査については３回実施いたしまして、小学校では

54件の認知件数が報告されております。 

６月で一番多かったのが「悪口」。９月の「過度な暴力」とい

うのは、同じ児童が繰り返していることもありまして、では「過

度な暴力」と「軽度な暴力」の区別はどこなのだということな

のですが、学校で、何回も続けて叩いたり本人が嫌がっている

のにというような区別をしているようでございます。12 月は

「悪口」が多いということで、このような報告を受けておりま

す。 

これについては、その場ですぐ対応しているケースもございま

すし、時間が掛かるようなケースについては、先生方、あるい

は学年で一丸となって取り組んでいるところでございます。 

５ページに入らせていただきます。 

これは、周りでそういうことを見ているかということでござい

まして、これが(１)よりも上回っているようだと問題なのです

が、今のところそういう傾向は見られないので、この調査はあ

る程度生きているのかなという受け止め方をしております。 

アンケート結果についてということで、ここに書かせていただ

いております。 

それから、アンケート調査以外で、この調査が終わった後に６

年生の児童のいじめの件ということで、先程お話をさせていた

だきました児童への暴力の件でございます。 

これについては、いじめ問題対策調査委員会でも話題とさせて

いただきました。そこで宮城教育大学の先生から、こういうこ

とがすぐ言えるような学級、言えるような学級担任、そういう

雰囲気づくりをやっていくべきではないかというご指導をいた

だいたところでございます。 

今後の取り組みについては、ここに４点掲げております。 

小学校の状況は、以上でございます。 

続きまして、中学校に入らせていただきます。 

中学校の生徒数については、変わっておりません。120名でご

ざいます。 

先生方は、休職、病気休暇等の教職員はございません。 

状況報告に早速入らせていただきます。 

まず、６ページは、校長先生から２月の校長・教頭会議で報告

をいただいた資料でございます。 
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中学校は皆様ご存じのように、３年生は入試一色になりまして、

今、最後の追い込みにかかっているところでございます。 

新型コロナウイルス感染症の対策等について、県からの通知も

ございまして、それを踏まえて今、中学校では対応をしている

ところでございます。何とか３月４日まで全員が受験できるよ

う願っているところでございます。 

それから、細かいところは幾つか報告はされておりますが、今

のところ大きな問題等は報告されておりません。 

７ページに入らせていただきます。 

中学校の教頭先生からいろいろな面から配慮しなければならな

い生徒ということで、19名の生徒が挙がっております。数の多

さにびっくりするかもしれませんが、実際はそうではなくて、

生徒のペースで頑張っている生徒もおります。 

まず、不登校は３年生が５名と多くて、２月末時点で８名とな

っております。１年生が１名、それから２年生が２名、３年生

が５名となっております。 

２番の生徒については、先程も話しましたように、妹のことも

ございまして、なかなか母親が本人と触れ合う時間が少なくな

っております。一方で、学校からは、学校では毎日連絡を取っ

ているのですが、父親の存在が見えないというような報告もい

ただいております。さらにはスケートボード中心の生活を行っ

ておりまして、この頃は夜８時以降はやっていないという報告

をいただいているのですが、一方で町民の方から「まだいるよ」

という話もいただいております。 

１番の生徒については、確かに欠席日数 30 日を超えているの

ですが、本人なりに部活動、あるいは勉強等については、自分

のペースで行っております。 

次の生徒については、母親の影響が大きいのかなと見ておりま

す。 

８ページに入らせていただきます。 

４番、５番の生徒は、心のケアハウスに行っております。休み

はこのようになっておりますが、大きく変わったところなどは

見られません。今はとにかく受験を目指して、本人なりにはず

いぶんプレッシャーを感じているようですが、頑張っているよ

うでございます。 

なお、受験の時にも、会場まで心のケアハウス職員あるいは教

育委員会の職員が一緒に行くなどして、万全の態勢で支えてい

きたいと考えているところでございます。 
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６番目の生徒は、仙台育英学園高等学校の通信課程を受験した

ところでございます。 

７番目の生徒については、学校に行って別室登校をしておりま

す。心のケアハウスの職員が毎日のように学校に行って、対応

等をしているところでございます。受験する高校も決定してお

りまして、頑張ってほしいと思っております。 

９ページに入らせていただきます。 

ここからは休みがちというか、気になる生徒でございます。 

８番目の生徒は時々休みますが、自分なりのペースで取り組ん

でおります。 

９番は３年生の生徒ですが、ちょっと怠学傾向にあるという報

告をいただいております。お父さんとの関係が悪くて、この前

も父親にものすごく怒られて学校に来なくなったという報告も

いただいております。 

10番の生徒は、休みがちではございますが、吹奏楽部では率先

して頑張っておりまして、自分なりのペースで頑張っていると

いう報告をいただいております。 

11 番、12 番は１年生の生徒でございます。勉強面などそうい

うことで時々休んだりするという報告をいただいておりますが、

学校では見守っていきたいということでございます。 

10ページに入らせていただきます。 

13番が２年生。ここに書かれているとおりで、お母さんがお兄

さんを高校に送った後に中学校へ来ているということで、その

辺の生活は現在改善されているような報告をいただいておりま

すが、少し休みがちなので、見守っていきたいという報告をい

ただいております。 

14番が、弁論大会等にも出たのですが、体調不良もあるという

のですが、マイペースな生徒だと伺っております。本人なりの

ペースで頑張っていると。 

15番、16番が１年生でございます。 

一人は学習面で不安があるという生徒で、もう一人については

アレルギーが非常にひどいということで、今見守っているとい

う報告をいただいております。 

人数が多かったのですが、中学校はこのような状況でございま

す。 

11ページになりますが、学年別の様子は、ここに書かれている

とおりでございます。 

２年生は、立志の会を大変立派に行ったところでございます。 
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職員の様子については、ここに書かれているとおりで、ただ、

(２)の働き方改革等が言われている中で、どうしても中学校は

この時期多くなっております。教頭先生が一番多いのですが、

次が藤岡先生、吉田先生、３年生の寶先生、三上先生という形

になっております。以前よりもずいぶん改善されてきておりま

すが、この辺のところはこれからもしっかりと見守っていきた

いと思っております。 

12ページに入らせていただきます。 

その他といたしまして、ここに書かれておりますが、ここは省

略させていただきます。 

最後に、13ページを報告させていただきます。 

入試関係でございます。最終的に出願状況は、石巻高校が５名、

石巻好文館高校が４名、石巻西高校が５名で、石巻西高校が１

倍を超えた状況です。ほかは１倍を割っております。 

以下、石巻北高校が５名、宮城水産高校が 10 名、石巻工業高

校、建築科２名、電気情報科１名、土木システム科１名、計４

名となっております。石巻商業高校が５名、石巻桜坂高校、学

励探求コースが３名、キャリア探求コースが２名、東松島高校

が１名となっております。 

私立は、常磐木学園高校が３名合格しております。一般受験で

１名、スポーツ推薦で２名合格しております。日本ウェルネス

宮城高校、東松島市にできる高校ですが、スポーツ推薦で１名

合格しております。 

女川高等学園は、大変競争率が激しかったのですが、１名見事

合格しております。 

以下、このような形になっているところでございます。 

次に、14ページ、中学校のいじめ防止等の取組でございます。 

中学校は、小学校同様、３回、一緒にアンケート調査をさせて

いただきましたが、中学校のいじめの認知件数は大変少なくな

っております。これは去年あたりからこの傾向がずっと続いて

おりまして、いじめ問題対策調査委員会でも、終わってから久

保先生に、もっとあるのではないかと言われるのだけどと言っ

たら、いや、これは発達段階においてもその捉え方が生徒は違

うので、小学校からの取り組みがある意味こういう形になって

表れてきているのではないでしょうかというようなご指導をい

ただいたところでございます。 

合計で３件の認知件数でございます。 

その中身は、「話し合い資料」の２ページに書いておりますが、
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「弁当の日に弁当を食べていたら笑われた」、「椅子を取り違え

されていた、誰かがいたずらをしたためではないかと不安」、

「陰口を言われる」という内容でございました。 

いじめについては、中学校はこのような状況になっております。 

「別添資料」の 18～19 ページをご覧になっていただきたいと

思います。 

本町では、スクールソーシャルワーカーを２名配置しておりま

す。その２月末現在での状況でございます。 

３番目の活動実績をご覧になっていただきたいのですが、これ

は１月末の資料で恐縮でございますが、小・中学校で支援して

いる児童生徒が８名、今も継続している児童生徒が５名。訪問

活動等は省略させていただきます。 

問題の内容は、中学校の３名は多いのですが、不登校が３名。

それに合わせるかのように、家庭環境の問題で３名、最近いろ

いろなところで取り上げられている発達障害等に関する問題が

２名ということで、８件あります。そのうち、問題が明らかに

解決したと思われる件数が１名、現在も支援しているが好転し

ていると思われる件数が５名になっております。 

あと残り２件については、なかなか進まないような状況である

という見方をしていただければと思います。 

以下、19ページ以降については、先程のいろいろな報告等と重

複する部分があるので、省略させていただきたいと思います。 

「話し合い資料」に戻ります。２ページ、(４)その他でござい

ますが、まずインフルエンザ罹患者は、小学校、中学校とも０

名でございます。 

２学期末あたりからとにかく、うがい、手洗いの励行を口酸っ

ぱく言ってまいりました。そして新型コロナウイルス感染症云々

ということで、さらにその強化を行い、町の対策本部から中学

校については、受験もあるので、その影響があったらだめだと

いうことでマスクをすべて付けさせている状況でございます。

それらが功を奏したとは一概には言えないのですが、インフル

エンザの罹患者が０名の状況になっております。これは２月25

日現在です。 

最後になりますが、「話し合い資料」の３ページになります。 

まず１点は、小・中学校児童生徒の通学方法についてというこ

とで、「別添資料」の 20～22ページに通学路の主要道というこ

とで載せております。 

おかげさまで、教育委員はじめ、町長からいろいろなご助言等
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をいただきながら、最終的に小学校、中学校で一緒になって取

り組ませていただきました。また、点検等も教育総務課長を中

心に行わせていただき、結果として、２月 21 日現在で、両校

長名で保護者の皆様方にこのような通知を行わせていただきま

した。 

記のところをご覧になっていただきたいと思います。 

通学路については、国道・県道等の主要道を学校が指定。これ

が 22 ページの赤線のところでございます。一部点線が入って

いるのは、まだここに信号機は付いていないのですが、もしこ

こに信号機が付けば、ここもなるという意味で、点線で書かせ

ていただいております。 

20ページに戻らせていただきます。 

主要道までの通学路は、各家庭からの申請を基に学校が指定。

これは理解していただいております。 

(２)の通学方法としては、これは議論をさせていただきまして、

最終的にこのような形になりました。冒頭町長の挨拶にもござ

いましたが、まずは元に戻すということ、これを第一に考えて

まいりました。そして、徒歩を最優先ということで、いろいろ

書かせていただきましたが、一部地区におきましては、スクー

ルバスという形になっております。 

※の１番目、２㎞を超える次の３系統のみスクールバスを運行

するということで、北浦・五部浦線は従来と全く同じでござい

ます。そのほか、安住・大沢・針浜地区、そして、いろいろ話

の出た浦宿一区、三区、ここが最後の議論となりました。 

私どもも実際に歩いて行わせていただき、最終的にＰＴＡ役員

等と相談のうえ、浦宿一区、三区は小学生のみスクールバスと

いう形にさせていただきました。 

それから、②では、北浦便に石浜を入れさせていただきました。

これで今、通っております。 

その他といたしまして、「子ども 110番の家」の協力。 

集団登校につきましては、21ページの資料です。小学校で取り

組んでいるところでございます。これから保護者と相談しなが

ら、まず集団登校を希望するかどうかの調査から始めまして、

最終的に登下校をそれぞれの地区がどうするかを決定してまい

りたいと思っております。 

これはいろいろな声が聞こえてまいりまして、集団登校は非常

にいいからやってほしいと。特に低学年の保護者はそのような

希望が強いのですが、区によっては、なかなかうちの区の子供
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たちはまとまるのが大変だから、別々の方がいいのではないか

という声も一方では出ております。これを小学校でまずはまと

めていただき、集団登校という形でやらせていただければと思

います。 

なお、下校時は、21ページの中頃にございますが、小学校とは

いえ、帰宅時刻が異なるので、下校時の班編成を行わない。た

だし、緊急時については、対応させていただくと、最終的にこ

のような形になったところでございます。この辺のところはご

意見を賜ればと思っております。 

最後に、冒頭町長のご挨拶にもありましたが、新型コロナウイ

ルス感染症のことについて、「話し合い資料」３ページ、対策

本部の経緯等をここに書かせていただいております。 

それから、文部科学省から来た通知、さらには宮城県教育委員

会教育長からあった高校受験に関する通知、これらを踏まえま

して、今日、中学校で再度話し合いを行って、これから教育総

務課長と相談をして、それを町の対策本部に話して、中学校の

取り組み方がこれでよしとなれば、それで行っていきたいと思

っています。 

先程山野校長先生と話したのですが、もちろん来賓の方々には

マスク着用、さらには手をしっかり洗ってもらうという最低限

のことはしてもらうが、生徒も今マスクを付けているので、参

加者がマスクを付けるかどうするかということなのですが、こ

れについては、これから話し合いを行うが、校長先生としては、

そんなに長い時間でないし、人数 200人を多いか少ないか見る

かは別にして、全体でも 200人を超えていないような状況なの

で、式中はマスクを外してもいいのではないかというようなこ

とを提案したいということでございます。 

決まったことをこちらでも受け止めまして、対策本部の話し合

いをして決めてまいりたいと思っているところでございます。 

ただ、その間にいろいろなことが変われば、また別でございま

す。そこはあまり焦らないというか、ばたばたしないで、一つ

一つの通知を踏まえ、対応させていただきたいと思っておりま

す。何よりも本町では対策本部を設置しておりますので、連携

しながら、指導を受けながら進めてまいりたいと思います。 

大変長くなってしまいました。私からは以上でございます。 

いろいろご指導等を賜ればと思っております。 

以上でございます。 

教育総務課長 ただ今、教育長からご報告をいただきましたが、質問等ござい
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ましたらお願いいたします。 

 （発言なし） 

12 議  事  

教育総務課長 それでは、質問等がないようですので、次に、「議事」に入り

ます。 

ここから、町長が議長となり議事を進行することとなりますの

で、よろしくお願いします。 

町長 それでは、ここから進行を務めさせていただきます。 

議事「(１)女川町教育大綱（女川町教育振興基本計画）につい

て」を議題といたします。 

内容の説明をお願いします。 

教育長 私から説明を行いまして、一部、新型コロナウイルス感染症関

連で補足があれば教育総務課長から補足を行っていただきます。

また、教育大綱等で補足、あるいはご質問に対しては、生涯学

習課長から詳細についてお答えさせていただきます。 

冒頭の町長の挨拶を繰り返すようでございますが、この「教育

大綱」、法的には大綱という名前なのでございますが、これは

今後５年間ということで書かせていただきましたが、土台とな

るもので、これを踏まえてこれから進めていきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

はじめに、ワンペーパーを付けておりますが、これと「教育大

綱」の１～３ページまで、まずお話をさせていただきます。そ

れから要点のみお話をさせていただきたいと存じます。 

前置きが長くなるかもしれませんが、平成 18年（2006年）に

教育基本法が改正になりました。これは教育委員の皆様ご承知

かと思います。 

その中で「教育振興基本計画」を国がしっかり定めること、都

道府県がしっかり定めることということでございまして、それ

を受けて、各市町村等がこの「教育振興基本計画」を策定する

努力義務が記されたところでございます。これは非常に当時は

センセーショナルでございました。 

本町では「教育ビジョン」というものがございまして、教育基

本法の改正に伴いまして、多分県内では早かったと思いますが、

震災が発生する直前に「教育振興基本計画」をつくったところ

でございます。 

ただ、これができてすぐ震災が発生いたしまして、全く状況は

異なりました。そこで１回目の見直しが平成 23 年に行われま

して、10月に改訂版を策定したところでございます。 
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その後に、大津市のいじめ、生徒の自死事件等があって、教育

委員会と首長部局の連携がいまいちではないかということが国

等で取り上げられまして、平成 27年に、「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の一部を改正する法律」という法律がご

ざいまして、これが施行されました。その中の最初のところに、

「大綱」を位置付けるものということで行わせていただいたと

ころでございます。 

なお、その法律の中には、「教育振興基本計画」を「大綱」に

代えても構わないという一文がございました。 

これらを踏まえまして、本町では「教育振興基本計画」を「大

綱」として、そして平成 27 年の法改正に基づいて２回目の見

直しを行わせていただいたところでございます。 

その時からスタートいたしまして、本来であれば 2020 年９月

までが５年間ということでつくったのですが、年度当初からス

タートした方がいいのではないかということで、５年経ってい

ないのですが、今回このような形で提案をさせていただいたと

ころでございます。 

これまで２回の見直しを行いまして、特に「地方教育行政の組

織及び運営に関する法律」の改正があった時には、さらに細か

く見させていただいたので、しかも冒頭の挨拶で申し上げまし

たように、アドバルーン的なものとかそういう新たなものでは

なくて、しっかりと地固めをしていかなければならない５年間

になるということが想定されますので、今回の改訂においては、

いろいろ議論した、「めざす子供たちの姿」、「本町の教育理念」、

「基本目標」、「施策の基本方向」は、基本的には変更しており

ません。さらには、本町では「女川町総合計画 2019」が策定さ

れておりますので、これらも踏まえまして、さらに小中一貫教

育、あるいは生涯学習センターや運動場が随時完成しているよ

うな状況がありましたから、その辺のところを新たにして、取

り組ませていただいたところでございます。 

「大綱」は、「教育振興基本計画」に同様のもの、そこに代わ

るものと書きましたが、同様のものという位置付けをして、大

綱というだけでは何の大綱なのか分からないのではないかとい

うご意見もいただいたので、本町では、名称を「女川町教育大

綱（女川町教育振興基本計画）」とさせていただいたところで

ございます。これらを踏まえまして、骨格の部分をお話させて

いただきたいと思います。 

なお、今回いろいろなご意見等をいただいたものを踏まえまし
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て、若干修正等を行い、３月末に行われる臨時会で議会に報告

をして、スタートさせていただければと思っております。 

２～３ページは、ここに記されているとおりでございます。 

４ページをご覧になっていただきたいと思います。 

ここにつきましては、大きく変えておりません。「めざす子供

たちの姿」、「本町の教育理念」、「四つの基本目標」、ここは骨

格となる部分であるので、このまま継続していき、今後５年間

でこれらを目指して頑張っていきたいと考えております。 

５ページに入らせていただきます。 

５ページでは、上に「女川町総合計画」を入れてございます。

さらには、「施策の基本方向」では、大きな１番、２番、３番、

４番、５番、６番の文言については変えておりませんが、その

下の例えば１番の(４)では、「９年間を見通した小中一貫教育

の推進」を入れております。 

３番の特別支援関係の(１)、(２)、(３)については、今のいろ

いろな取り組み等を挙げているところでございます。 

さらには、５番と６番の生涯学習関係につきましては、ここに

あるような(１)、(２)、(３)、そしてスポーツ関係等について

は、(３)充実したスポーツライフの実現に向けた環境の整備と

いうことを掲げているところでございます。 

６ページにつきましては、右側の主な取り組みの中で、新たに

出た言葉などを入れてさせていただきました。 

線がずれているところが１カ所ございます。これについては、

後で修正をさせていただきます。全体的にポイントが 10.5 ポ

イントがあったり 12 ポイントがあったりということで、これ

は内々の会議で指摘されたところでございまして、これから修

正を加えていきたいと思っております。 

以下、７ページ以降、細かいところが載っているところでござ

います。 

教育委員の皆様には事前にご配付させていただきましたが、こ

の後、いろいろなお気付きの点等があったら、お願いできれば

と思います。 

私からは主だったところをお話させていただきます。 

まず、７ページは、先程も話しましたが、(４)に小中一貫教育

の推進を入れております。 

８ページは、「系統性のある防災・減災教育の推進」というこ

とで、このような文言を入れているところでございます。 

13ページをお開きになっていただきたいと思います。 
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重点的取組の最初に、「女川生活実学」云々ということもあり

まして、ここに「自立のための「みやぎの志教育」の推進」と

いうことで、この中に入れるのが妥当かどうかいろいろな考え

はあるのですが、これを掲げさせていただきました。そして下

の方に、「女川生活実学」、そして生涯学習課で取り組んでいる

「協働教育プラットフォーム事業」をここに入れさせていただ

いたところでございます。 

14 ページの「子供たちの可能性を広げる確かな学力の育成」

は、ずっと継続的な課題となっておりまして、アドバルーン的

なものではなくて、日々取り組まなければならないことを掲げ

ているところでございます。 

以下、このようなことが載っております。 

17ページに「系統性のある防災・減災教育の推進」ということ

で、これは今、中学校の安全担当主幹教諭の木村幹夫先生が中

心となって、いろいろな情報等を取り入れていただき、ポイン

トサイズが小さいのですが、細かく掲げているところでござい

ます。その中で、原子力防災安全教育の推進については、ここ

にあるような文言でまとめさせていただいております。 

21ページからは、生涯学習関係でございまして、施設等が徐々

にできておりますので、それらも見通した形で書かせていただ

いております。21ページには、下から二つ目の総合型地域スポ

ーツクラブと生涯スポーツの日常化という一つの大きな目標で

ある取り組み等についても掲げております。 

23ページが、非常に簡単に書いておりますが、計画の進行管理

等を掲げさせていただきました。 

最後になりますが、本来であれば最後に検討委員会の形にした

かったのですが、ある程度吟味されたということで、関係者で

その部分を見ていただき、最終的に小学校の早川校長先生がま

とめ役をして、さらに教育委員会でチェックをさせていただき、

再検討委員という形で名前を載せております。このような形に

させていただきました。 

大変長くなって恐縮でございます。 

どこからどうという形ではなくても、全体的な形でも結構でご

ざいますので、ご指導、ご意見等をいただければ、ありがたく

思います。 

長くなりました。よろしくお願い申し上げます。 

町長 ただ今、大綱の見直しというのでしょうか、そういうことでポ

イントに限ってお話をいただいたところです。 
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教育委員会ではいろいろ議論も既に終わっているのかもしれま

せんが、まず何かしら事務局で補完するところがありましたら、

ご発言をどうぞ。 

では、皆さんから何かあれば、ご発言をいただければと思いま

す。 

中村委員 先に資料をいただいて、目を通させていただきました。 

ただ、先の資料が表記上、文言等整合性が図られていなかった

ので、どれをよりどころにして読めばよかったのかなとずいぶ

ん迷ったのですが、今回いただいた資料では、言葉も含めてだ

いぶ整合性が取れていたので、分かりやすく今見させていただ

いています。 

ただ、質問なのですが、これは一般的なものなのですが、「め

ざす子供たちの姿」としてまず１番目に掲げているわけですが、

本町の場合での「子供たち」という子供というのはどのあたり

を対象としているのか、その辺をお伺いして、その後、その中

身も過不足がないのかどうかということで検討させていただけ

ればと思います。 

「子供たち」を示す対象というのは、「児童生徒」、つまり小学

校、中学校、高校は町立高校はないので、その辺の小・中学生

を対象としての子供なのか、それとも一般的に言われる就学前

の子供たちも含めての子供たちということで掲げているのか、

その辺を確認させていただきたいと思います。 

教育長 ここは、この前に検討会でも議論したところで、今回も、全員

が集まって話したわけではないのですが、特に校長先生方と話

した内容で、児童生徒でいいのではないかというご意見もあっ

たことは確かでございます。 

ただ、生涯学習関係の部分があったり、所管が違うとはいえ、

保育所があるわけで、それらも含めて、一部高校生に関わるよ

うなものもあるかもしれないということで、どう使うかという

ことは正直悩みました。「子供たち」、「子供」、どちらがいいの

かまでの話し合いを最終的に校長先生方とやったのですが、ベ

ストな言葉ということはなかなか出てこなかったのですが、「子

供たち」でいいのではないかというちょっと安易なところなの

ですが、かえってそのようにしていた方が、子供の捉え方はい

ろいろあるからということで、私も最終的には、「子供たち」

でいくということにさせていただきました。 

ただ、ここが「志をもって、未来を切り拓いていく児童生徒」

となった時には当然生涯学習関係と関わってくるので、それは
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生涯学習が間接的に関わってもいいのではないかという議論も

あったのですが、私としては保育所の子供を意識していたので、

本当はそこまで全部ひっくるめて、高校生あたりまでひっくる

めるというような最初に定義を書いたのですが、大綱だから少

し膨らませていいのではないかというような、最後はそんな結

論でした。説明にはなっていないと思いますが、そんな感じの

捉え方です。 

この辺、教育委員の皆さん、どうですか。 

中村委員 私も教育長がおっしゃったように、児童生徒に限定するのでは

なく、今お話の中にありました保育所の子供、つまり幼児も含

めた形での子供たちと。女川町の教育計画ですから、その方が

いいのではないかなというふうに思っています。 

そうなると小学校、中学校の子供たちプラス幼児、就学前の教

育についても中に少し、どこかに少なくとも入ってくる箇所が

必要なのではないかなと思うので、調べたのですが、幼児教育

に関わる点というのが、さらっとと言いますか、直接的な表現

はないのですが、少ないのかなと思ったので、その辺はどうな

のかなと思ったのです。 

教育長 そこは、ご存じのように保育所は、「保育」というようなこと

があって、でもやることは同じではないかということで、どこ

まで、例えば特別支援などに今やっていることを、保育所と連

携しながら気になる子供への対応というようなことなどを書き

たかったのですが、今回は、連携とかそういうことで、あるい

は共に学ぶ教育の進めのというような中に入れるということで

いいのではないかということになったことは確かですが、それ

は特別支援のところで話題としては出ました。 

ただ、そこまでなってくると、「総合計画」との絡みもあった

りして、あの「総合計画」ではしっかりと保育などを掲げてい

ますので、それらを踏まえて、主に義務教育の子供たちを対象

にしながらも、保育所の子供たち、高校生等もある程度意識し

てこれをつくっているのだよというような、ちょっと逃げてい

ますけど、そんな説明しかできないのかなとは思っております。

これは個人的な考えです。 

町長 今のお話が出たのでちょうどよかったです。今日どこかで言お

うと思っていたのですが、来週から議会が始まります。３日目

に施政方針があるのですが、その中でそう遠くない近い将来に

保育を教育委員会に移管したいということを今回言わせていた

だきます。 
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というのは、保育現場で一人一人の先生方が一生懸命、所長も

だし、組織としてもやっているんだと思うんですね。保育、子

供たちに向き合って、あるいは家庭とのという部分で、「保育」

という部分で。ある現場の人と会った時になるほどな、と思っ

て聞かせていただいたのが、いろいろな局面の中で自分として、

あるいは組織としてやる時に、その後ろにある哲学とか理念と

か子供たちをどこに向けて成長させていくのか、育てていくの

か、それを「保育」という立場で支えていくのかというそこの

理念というのがないままやっている。というのは、ほかの仕事

場の経験もあって今それをやっている職員なのですが、いろい

ろ気付かされるところもありました。 

その中で一つの町としてこうしていくのだ、教育委員会として

こうしていくのだという一つの大きい流れの中で一貫して行う

べきなのだろうなという思いがありまして、福祉関係があるの

で、子供関係業務全部というわけにはいかないと思うのですが、

保育所だけは教育委員会でワンセットで、小・中学校も一貫で

やりますし、また幼・小接続をもっと向上させていくというこ

ともありますし、その方向で考えていきたいということを今回、

勝手ながら施政方針で言うことにしていました。 

ということで、今のお話も含めて、今後、教育委員会の中でも、

例えば今回改訂しても、また直してもいいわけですから、あと

「総合計画」も当然組織も変わるわけで、例えば町長部局で復

興推進課がなくなったりとか、あるいは新設の何か、町長部局

も組織として設置するものが当然あり得ますので、そこも、「総

合計画」といっても基本となる部分、そこを変えるかどうかと

いうことは別にして、大きなものの中に入っていれば、そこは

問題はないのかなと思うのですね。 

今、私申し上げましたが、中村委員に言っていただいて本当に

いいきっかけ、これ、と思って。そこをぜひ教育委員の皆さん

で今後議論をしていただければと思います。 

教育長 また私が話して恐縮なのですが、今、小学校と保育所の連携と

いうのは非常に口酸っぱく言っているのです。小学校の先生が

行っています。教育委員会でも教育総務課長が顔を出していま

すし、ケース会議一つをするにも非常につながりが、単なる行

政サイドの都合で所管が違うということではなく、一人の子供

は同じはずなので。 

私は最初、学校は何万㎡いるのかと聞かれた時、７万㎡と。５

万㎡でもいいからとにかく保育所を置いてほしいと言った経緯
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はございます。稲井小学校ではないけど、あんな感じで。そし

て、いるだけで分かることはいっぱいあるのだと。あとはこち

らで人的な配置を一番考えながらも、連携というのは大事だと。 

今、保育所、幼稚園、どちらでもいいのですが、連携というの

は今一番求められているような感じがいたします。 

小学校はおかげさまで、校長先生が一生懸命なので、所長さん

方との連携を密にしております。 

そういうことを踏まえて、これを５年にしたというのは、本当

は３年でもよかったのだけど、もちろんその都度変えていくと

いうことと、次にこれを新しくする時には、大学教授などを入

れて全面的に見直そうかと思っているのだけど、小中一貫教育

学校という中でもう少し、９年間というよりも、その前後を見

通した何か、町長の言葉を借りれば哲学というか、理念という

ものを、この一つの目標でもいいからしっかりと立てておいて、

あとはその部署その部署でどうするかということは、次にやら

なければならないなと思っております。 

町長 教職員も異動する、役場組織の中でも当然、例えば教育委員会

でも今の組織で異動があるわけです。同じ組織とはいえ。一番

異動が少なくて、異動しても２分の１の確率でずっといるとい

うのは、実は保育所なんですよね。 

今日も不登校をはじめいろいろなお話が出ていましたが、多分

人間関係なんですね。家庭関係、人間関係が大体不登校とか、

これは仕事でも同じですが、そういう状況になる。得てして家

庭の場合もかなりの確率で多いとなった場合に、そこがきちん

と、ずっと同じ情報というのかな、それを持ったまま町が携わ

る。それで人が替わっても、組織体として一本のもので携わり

続けることも、実はそういうものを解消していくためにも意味

があるのかなと。意味があるというのは、効果があるのではな

いかなと思うのですね。 

いろいろそれに伴って逆に課題になるものももしかすると出て

くるかもしれませんが、例えば組織としての一本化もそうなの

ですが、こういう中でどうそこをやっていくか。ちょっとぼや

っと入れたいというお話ではあったのですが、次の段階で、そ

れも５年後ということではなくて、ぜひここにまた新たな何か

を盛り込んでいくとか、あるいは修正をしていくとか、そうい

うところを今後の作業の中でぜひ考えていただければと思いま

す。 

教育長 ９ページに、その活用とかそういうことがまだいまいちなとこ
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ろはあるのですが、教育総務課長も結構これを気にしているの

ですが、「女川ノート」というのを作ったのです。これは生ま

れた時から書くということで、例えばこういうことがずっとで

きれば、何も個別の教育支援計画とか個別の指導計画なんてい

うようなことを、これは共有が多くなるのだけど、女川町では

この「女川ノート」をそれにしますよということで、幼児から

ずっとそのノートを見れば分かるようなものがあれば、それに

システムをやっていけばいいのであって、その背景に、どんな

子供を育てるかというものがなければ、ただ部署、部署での対

応ではないのだということで、ここはもっと書いた方がいいの

ではないかということは言われたのですが、先程出たように、

何もこれを５年間このままやるわけではないから、ここを例え

ばこういうことでやっていこうというようなことは出させてい

ただきました。 

戻りますが、「子供」ということは、意識はかなりしておりま

す。つながりとか、そういうことは。具体の事業の何となった

時に、今「女川ノート」がぽっと浮かんだのですが、結構、情

報交換とか、あと授業を見たりしてやっておりまして、いわゆ

る「小１プロブレム」とかそういうことは、今のところは、こ

の年元気いいとか、この年立派だというような評価はいただい

ていますが、俗に言う小学校は分からないとかというようなこ

とは今のところはないのですが、これから一つの大きな論点だ

と思います。 

中村委員 それで今、「小１プロブレム」が出てきたのですが、小学校の

現場ではそこがかなり大きな課題になっていることもあったの

で、ぜひ保育所、昔は幼稚園も女川町にありましたが、今、保

育所だけで、保育所と幼稚園は所管が違うのでその辺でいろい

ろ「教育」という場面では難しいのかもしれないのですが、ぜ

ひその連携を図っていければと思いますし、あと、この頃では

箱としてこども園に移行してきているので、そういう意味から

しても、「教育大綱」の中に小学校就学前の教育についても少

し触れてあると一貫性のある「教育大綱」ができるのかなと思

います。 

町長 その辺、これからというのは先ではなくて、今からぜひ考えて、

ある一定の段階でこの中にもしっかり書きぶりとして残してい

ただければと思います。 

ほか、皆様いかがでしょうか。 

新福委員 ５ページの「女川町総合計画 2019」の下に「子供たちの姿」、
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「基本理念」、「基本目標」があるのですが、一つ違和感を持つ

のがあるのですね。それは、生涯学習ということで分野が違う

部分もあるので感じるのかもしれないのですが、一番下の「生

涯にわたって学び続け、高め合うことができる地域社会をつく

っていきます」と。その上は「子供を育てる」、こちらは「地

域社会」ということで、これは理念と姿というところも含めて

あるのですが、それ以上に感じるのは、「高め合うことができ

る」というところが、上三つは教育で、今度は地域ということ

になった時の「高め合う」というこの文言は、６ページの「文

化芸術による地域づくり」や「スポーツライフの実現」という

のが重点的取組、主な取組で出ているのですが、どちらでいく

かということですよね。スポーツライフを楽しむような教育ス

タイルでいくのか、それとも、「高め合う」なので、競技スポ

ーツとしての技能を高めるようなそういう教育を目指すのか。

どちらなのだろうという、そういう曖昧な感じで書かれていて、

「高め合う」という文言が奇妙に浮いているみたいな感じで私

には見えてしまって、21ページを見ると「体力づくり、スポー

ツに親しむ」とか「体育施設・スポーツ施設の充実」とか、ス

ポーツを楽しみ、スポーツ環境の充実の整備を図るというよう

な感じで書いているので、「高め合う」というよりは、スポー

ツを楽しむというか、コミュニケーションを兼ねてというか、

そういう感じなのかなと思ったりするのですが、ちょっと曖昧

な感じがして、どうなのだろうと思いました。 

教育長 ここは生涯学習で、いつでもどこでもみんなが学び合う、ある

いはスポーツに親しんで、豊かにしていくと。それによって、

一人一人がみんな豊かになることによって、地域コミュニティ

の再生というのが大きな課題だったものですから、この文言は

このままいただこうということで、地域をより豊かにしていこ

うと。一人一人がみんな学んだり、あるいはスポーツに親しん

だりして、そういう地域コミュニティの形成をしながら、お互

い地域を高めていこうというような意味で、ここに書かせてい

ただいております。 

もし誤解があれば、もう少しこの辺検討いたしますが。 

新福委員 ゲートボールでいうと、競技に走ってしまうおじいちゃん、お

ばあちゃんがいて、そういうふうに捉えてしまうので。 

教育長 実際そういうトラブルは結構あるようですが、そういう「高め

合う」ではなくて、みんなで楽しんで、地区のコミュニティが

豊かになっていってもらえればというような、これは震災前か
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らの変わらない部分かなと思って、書かせていただきました。 

新福委員 そうなると、21ページにもうちょっとそこの部分を含めて文言

を入れた方がいいかもしれないですね。そこの部分を含めて。 

教育長 分かりました。この辺、教育総務課長と、派遣社教主事も関わ

っておりますので。 

生涯学習課長 考えさせていただきます。 

中村委員 同じようなことなのですが、重箱の隅を突くようなことにはな

るのですが、いろいろな文言をもう少し吟味されたり、補完さ

れるといいのかなと。今のお話にもあったように、例えば今の

お話だと「生涯にわたって学び続け」までは一つですよね。そ

の後の「高め合う」こと、では何を高め合うのかということに

なると思うのです。それがいろいろな箇所にもそういう整合性

というか、表記上の、表現上の整合性が図られるといいなと思

うところがあったりするので、そこをもう少し検討していただ

ければと思いました。 

例えば９ページ、特別支援のところです。ほかの基本方向につ

いてはすごく能動的な表現で書かれているのですが、ここの基

本方向３だけは受動的な表現になっているのですね。そういう

部分も含めると、「子供」とか「子供たち」、「児童生徒」の使

い分けをどのような観点で使い分けていくのかとか、そういう

部分もいろいろ見ていくと、もう少し検討する余地があるので

はないかなと思いました。 

教育長 ここは、一番痛いところを突かれたなと思いました。正直なと

ころ、そうです。最後私がまとめるからというようなことでつ

くったところで、最初の文章等も手直しなどをしたところなの

ですが。その辺のところを、ほかとの整合性というか、可能な

限り揃えていくようにさせていただきます。 

中村委員 「学校、家庭、地域」とか、「家庭・地域・学校」とかそういう

部分がありますね。基本方向５と重点的取組８の文言の揃え方。 

町長 事務局の方とも相談で、一緒になって整合性を揃えてください。 

教育長 ありがとうございます。 

３番目が、正直に言わせていただきまして、最後まで残ったと

ころなのです。特別支援のところですね。自分が関わらせてい

ただいたところが一番最後に残るという不思議なことになって

しまいまして、大変お恥ずかしい限りですが、可能な限り検討

させていただきます。 

新福委員 質問が一つあるのですが、今、不登校支援に関して女川町はも

のすごく力を入れて頑張っておられるというふうに思うのです
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が、不登校支援についての部分というのは、どこの部分に重な

っているのかなと疑問に思いました。 

教育長 重点取組の中の１番目、この中には不登校という言葉は入れて

いないのですが、それから 15ページ、ここの中に「生徒指導・

教育相談体制の充実」と。震災直後のことが主に書かれており

ますが、そうではなくて、今後も心のケアなどが大事かなと思

って、「みやぎ心のケアハウス事業」等ということで、その後

に「不登校等」という言葉を１カ所使っております。 

不登校については、これからも全くなくなるということは想定

しておりませんので、力を入れていかなければならない部分か

なと思いますが、あまり細かいところに入るとなと思いまして、

大きなくくりの中で捉えさせていただきました。 

全体をもう一回見直しまして、あまり不登校を前面に出しても

おかしいかなと思っておりますので、大きな意味での子供たち

の生徒指導関係、あるいは心のケアというのは今後も必要な部

分がありますので、そういう中で書かせていただければと思い

ます。 

新福委員 せっかく頑張っておられるのに、あまり出ていないので、もう

ちょっといいかなと。 

教育長 これまでは結構力を入れてやらせていただいたのですが、これ

からのステージというのは、もちろんいじめや不登校というの

は当然継続して取り組まなければならないものなのだけれども、

「大綱」ということの中になってきた時に、「教育振興基本計

画」となった時に、課題は課題なのですが、もっと大きなくく

りの中で書いた方がいいのではないかということは話しました。 

町長 よろしいですか。 

いろいろご意見がございました。まずは文言と、あとは表現上

のというのでしょうか、意思の部分ですよね。あとは幼児、あ

るいはもうちょっと、逆にもっと上の年代を含めてかもしれま

せん。そういったところに対しての考え方ですとか、今回の改

訂と、議決は臨時議会の予定ですね。（「報告でございます」の

声あり）報告だけということでありますが、そこで確定という

よりは、そこからもさらにいろいろ変わっていくものだという

受け止めで、ぜひこれから、より良きものにしていただければ

と思いますので、よろしくお願いをいたします。 

本件についてはここまでとさせていただきまして、次に、その

他ということになっています。 

報告を含めて、事務局から。 
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教育長 通学方法と新型コロナウイルス感染症について資料を載せてお

りますが、教育総務課長から何か補足等があれば。 

教育総務課長 特にありません。 

教育長 もし何か皆さんからこんな疑問など、遠慮なく出していただけ

れば助かります。 

阿部委員 この場でなくてもいいと思うのですが、今、スクールソーシャ

ルワーカーがオレンジハウスを使って相談業務を行っていると

いうことですが、８月以降はどうなるのですか。小中一貫教育

学校が開校した後は、そのままなのでしょうか。 

教育総務課長 新校舎か、または子供たちが相談しやすいような場所をそれま

での間に確保して、かなりプライベートな空間で相談体制、そ

ういう環境を整備していかなければならないと思っていますの

で、考えていきたいと思います。 

教育総務課課長補佐 保健室が小学校、中学校隣合わせなのですが、その中にも相談

室を設けて、あとドアの内側にカーテンを付けて誰が入ったか

分からないような形、そういった部屋の設えをしていますので、

そういったところ。あと、そのほかにも相談室だけの部屋も用

意しますので、そういったところを活用していただければと思

います。 

阿部委員 今、離れたところにあるから結構いい形でいろいろな相談事が

できているのではないかなと。それが学校内部に入ってしまう

ということは、これまでのように気軽にといったらあれですが、

安心して相談するというところがやりにくくなるという部分が

出なければいいかなと思ったものですから。 

教育長 原則、スクールカウンセラーはもちろん校内、それからスクー

ルソーシャルワーカーは家庭というような関係で、できればと

いうような形でやってきました。スクールソーシャルワーカー

は家庭やケース会議でご活躍いただいております。 

ただ、小学校と中学校でも関係がちょっと微妙に食い違ってい

たりするところもありまして、今後その場所等については、ス

クールカウンセラーと併せて、カウンセラーは当然校舎内の解

決ですからこれは問題ないのですが、スクールソーシャルワー

カーの相談場所や在り方というものを新しい学校になったら検

討しなければならないと思っております。 

それから大変失礼な言い方ですが、人というか、子供たちとの

相性と言ったら怒られるけど、スクールカウンセラーもいろい

ろご存じのようにありまして、今のカウンセラーさんは本当に

子供たちと面接するまでやるようなカウンセラーなのですが、
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以前あったように、相談件数が３カ月ゼロというようなケース

もございますので、そこの在り方というものも少しというよう

なことでやっているのですが、最終的に県からの配置ですから、

教員の人事のようにこちらからこういう先生をお願いしますと

いうような要望はしているのですが、限られた数なので。特に

スクールソーシャルワーカーは。結構人にもよるんですね。そ

れから、今の話に戻りますが、相談の内容にもよるので、そこ

は。 

教育総務課長 子供だけの相談ではなくて、保護者の相談にも対応していると

ころがありますので、そういったところは、ケアハウスを使っ

て相談したりというふうに、そのケースによって場所を変えて

相談をさせていただいているところもあります。教育委員会の

応接室を使って相談をさせていただいたりもありますし、そう

いったところで対応させていただいてもいいのかなと。 

教育長 ただ、原則、教育総務課長補佐が話したように、まず校舎、学

校でやると。ただ、ケースによっては、教育委員会を使ったり

どこを使ったりするというようなことは当然出てくるかなと思

います。 

阿部委員 分かりました。 

横井委員 その他のその他みたいになって申し訳ないのですが、８ページ、

(４)の「防災・減災教育」に取り組んでいきますという文言、

この文言の問題ではなくて、気になったのが、こういったもの

を使って実学にして、実際の行動に移すというような学校で教

育をするという時に、コミュニケーション能力は一番、先程か

らいろいろ出ていますが、先生でもノロウイルスの知識がなく

てということがありましたよね。 

あれと同じに、基礎基本でびっくりしたのが、名前を言って悪

いのですが、この間、東北電力の防災訓練があった日にたまた

ま入構したのですね。その日は、大規模なトラックや工事車両

をシャットアウトして、職員が事務本館のところでその訓練を

していたという場所に、たまたま私は工事関係者ではないので

入れたので行ったのですが、防護服を着たような方もいる中で

その中に入っていくと、鉢合わせになるのですが、何ら言うわ

けではないのですね。だから、「あれっ。」と思いながら、仕事

が終わって出てきたら、今度は消防車からポンプで水をはじく

ための準備をしていて、何カ所かに若い人が立っているのです

が、自分の車に乗って出ようかなと思った先に当然のようにポ

ンプがあるので、踏まないようにとは思っているのですが、そ
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の時にそこに立っていた若い人が、「あ、あ、あ」というよう

な、困ったみたいに。自分の一番近くに立っていた若い人も、

ずっと黙っているんですね。いや踏むことは絶対ないからとい

う感じで回ってきたのですが、その時に、なぜこの人たちは、

今こちらに来てもらっては困ります、進入禁止ですとか、ここ

で回ってくださいというその一言を発しなかったのかなと。 

でも、これは今わりと、普通というと変ですが、実際こういう

当たり前のことを言わなくなってきている傾向が非常に強いの

で、特にこういう大事な時ほど、学校の先生方が子供に対して、

当然非常勤だろうが先生だろうが子供と接するのは子供にとっ

ては全員先生なので、知識がなかったとかで、とりあえず発熱

しても今だったら来てしまうというのとほぼ近いような形にな

ってしまうので、せっかくいろいろな形で文言を一つ一つにま

でこだわった「大綱」を出しているのですから、それをくみ上

げて、それを実際に行動に移す立場の人は、もしそれが何らか

の形でちゃんと一から伝えないとまずいのであれば、毎年のよ

うに、分かっていることとは思いますがと、節ごとに職員室で

言ってもらったり、あるいは、こういう訓練の時には、細かい

ところまで言葉できちんと、身振り手振りででも表してくださ

いというような基礎基本みたいなことを確認し合わないと、分

かっていたよねとか分かっているつもりということで全部が推

移してしまうと、どんなに立派なものをいっぱいつくっても、

なかなかという点がありますので、町長がおっしゃっている「実

学」という、この町で生きていくための自分なりのノウハウを

小さいうちから積み上げていってもらって、自分で判断できる

子供になるというそちらの方向に全体が向いてくれれば、すご

く活きていくのではないかなと思っております。 

その他で、申し訳ありません。 

教育長 全くこれは、本当に教員、女川町は初任層が多いなんていう言

葉で片付けていますが、一人一人みんな違って、捉え方が一人

一人違うし、それで女川町にまず教員が赴任したら、その日に、

去年からやっと津波の画像などを見てもらったり、あるいは教

職員の研修会ということで、今年も教育指導員の先生にいろい

ろ、弁護士を呼んだり、佐藤敏郎先生の話を聞いたり、そうい

うことをやって、しっかりとこれを踏まえて子供たちに自信を

持って教えられるような教員ということで、特に若手が多いも

のですからやらせてもらっているのですが、やはり今出たコミ

ュニケーション能力というか、言葉の深さがないというか、そ
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ういうことで誤解が生じたりしているケースが正直ございます。 

今おっしゃったように、これを今までやってきたからとかでは

なくて、来年度は、これも一番大事なのだけども、先程町長か

らも出たのですが、質を向上していかないと、ただ今までやっ

てきたことをやるとか、そういうことではだめだよというよう

なことでこの間も校長先生に話したのですが、一つ一つの質を

上げていかないと、また同じことをやっている、あるいはコミ

ュニケーション能力の低さというか、言葉の貧弱さというか、

簡単に言っている教員がいることも確かなんです。それらをし

っかりと教えるためにも、あまりここを大きく変えるのではな

くて、今までやってきたことを一つ一つ、今度は質を向上して

いくというようなことを大前提にというようなことで、理念な

どそういうものはあまり変えないでいこうということでこれを

修正させてもらったのですが、これは置いておいて、一番今ベ

ースになるところでございます。 

特にこの辺の防災・減災教育のところなどは、本当に全く体験

していない先生方も多くなっているので、それらを踏まえても

う一回やっていかなければならないという部分は正直多々あり

ます。 

しっかり肝に銘じて一つ二つと取り組ませていただきたいと思

います。 

阿部委員 あまり出したくない話題で、駅前のスケートボード。昨日もエ

リアの出店関係の会社で集まっていた協議の中でも話題が出て、

最近、遅くまでやっている子がいる。先程の話からすると町の

生徒だろうなとは思ったのですが。飲みかけのジュースを置き

っぱなしだとか、折れたスケボーを陰に捨てていくとか、目に

余る部分が最近出ているということが出まして、一応大人の大

きな愛であのエリアを解放している状況なのですけれども。 

町長 これ以上守れないようだったら禁止にすると指導していただき

たいとですね。 

阿部委員 そういうところまできている。 

町長 自分たちで決めたことを守れないのでは、どうしようもないで

す。使う資格がないということを指導することも必要ですね。 

阿部委員 直接子供の部分もなんですけど。 

町長 あと、町外から来ている人もいるんです。 

阿部委員 町外から来ている人もいるので、立て看板一つ立ててもらえな

いかなと。最後通告的なもので。 

町長 周りの大人だけでなくて、誰も応援者、理解者がいなくなるぞ
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と。本当にそれで自分たちの居場所を失っていいのかというこ

とをちゃんと学校とか大人が真剣に彼らに伝えてあげてほしい

です。 

阿部委員 だいぶあのエリアの大人の皆さんも直接注意したりとか、そう

いう部分ではご協力いただいては、いるようなのですが。 

教育長 分かりました。これは前からこういう機会を与えてもらって、

そういうところはあまりないんだよと。あとは自分たちでルー

ルを決めるようにというのはもちろん言っていたのですが、そ

れではだめですね。分かりました。 

町長 ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

教育総務課長 それでは、新型コロナウイルス感染症の件について、情報提供

をさせていただきたいと思います。 

Ａ３判で色刷りのものをお配りさせていただいております。 

２月 14 日に本町で新型コロナウイルス感染症対策本部が設置

されております。窓口は、健康福祉課になってございます。 

先般、中学校は、３年生が受験シーズンと重なるということで、

まずは受験生を守ろうということで中学校に 3,600枚ほど、対

策本部の決定によりまして、町からマスクの配付をいただいて

おります。併せて、スクールバスが密室になってしまうので、

スクールバスにも配付しようということで、それぞれ提供をい

ただいております。中学校の生徒用 3,600枚、中学校の教職員

用、小学校の教職員用、スクールバスの運転手用、さらにはケ

アハウスと向学館用ということで、それぞれ配付しております。 

また、教育長資料に、宮城県の教育委員会教育長名で２月 26

日に、学校の卒業式・入学式等の開催に関する考え方について

ということで、２月 25 日時点での考え方が示されてございま

す。 

学校の卒業式、入学式については、かけがえのない行事だとい

うことで、政府としては、一律の自粛要請は行うものではない

けれどもということで、特に感染が発生している地域において

は、学校の設置者、本町であれば女川町になるのですが、学校

の設置者において、実施方法の変更や延期などを含め、対応を

検討していただきたいとのことです。 

実施する場合には、感染拡大防止の措置をとっていただくとと

もに、実施方法の工夫についても、参考にしてくださいという

お話がございました。 

また、教育長からご説明がありましたが、３月７日（土）です
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が、中学校で卒業が執り行われます。学校側の現在の考え方と

しては、来賓者の方々にはマスクの着用と手指のアルコール消

毒をまずはお願いしたいというお話でございました。 

それから、県からの通知にありましたように、会場内の椅子の

間隔については、その辺は体育館のスペースもあるので、一回

椅子を置いてみて、その辺考えてみますというような校長先生

からのお話でございました。 

子供たちのマスクについては、廊下まではマスクをしてもらう

ことにするのですが、体育館の会場に入ってきたら、子供たち

は校歌も歌うので、マスクは取らせてもらおうかなというふう

に考えているんですというお話でございました。 

学校側の考え方というのは、卒業式という子供たちのかけがえ

のない行事ということで考えていらっしゃると思いますので、

現時点での考え方では、学校側の考え方を尊重しましょうかと

いうお話をさせていただいております。 

私からは、以上です。 

町長 この件についてはよろしいですか。 

阿部委員 子供たちに対して、先生方もそうなのですが、マスクの正しい

付け外し方というのをちゃんとしていただければなと。 

教育総務課長 そのとおりでございますね。紐をもって。 

阿部委員 子供なので多分やってしまうと思うのです。それをやったら何

の意味もないので、そこを逆に徹底してほしいと思います。 

教育総務課長 分かりました。そこは学校にも、担任、養護教諭から指導して

いただくようにお話をさせます。 

町長 よろしいでしょうか。 

では、議事、その他まで終了しました。 

進行を事務局に戻します。 

13 そ の 他  

教育総務課長 ６番の「その他」に入りたいと思いますが、何かございません

か。 

 ないようでございますので、事務局から１点だけ、来年度の総

合教育会議の開催につきまして、今年度と同様に３回会議を開

催させていただきたいと考えております。 

時期といたしましては、６月から７月にかけて第１回目、それ

から 12月、２月を目安というふうに考えてございます。 

 それでは、以上をもちまして、令和元年度第３回女川町総合教

育会議の一切を終了させていただきます。 

本日は大変ありがとうございました。 
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14 閉  会 午後２時 45分 

  

 


